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「ごみ収集マイスター認定」によるお客様サービスの向上

　公社では、平成28年 10月1日より、社内検定に

よる「ごみ収集マイスター」認定制度を創設しました。

　これは、廃棄物に関する知識・収集技能を有する収

集作業員を、適正なごみ計量と安全な作業を行うこと

ができる「ごみ収集のプロ」として認定することで、安

全で確実なごみ収集作業サービスをお客様に提供する

ことを目的とした制度です。

　一般廃棄物の適正な収集と処理を行うために、「ごみ

収集マイスター」が有しているごみについての知識・収

集技能を有効的に活用し、お客様への安全で確実な作

業とサービスのご提供、そして収集作業員全員のスキル

　会社から出る廃木材や下駄箱など木製品の粗大ごみ

やご家庭から出る引越しごみなどの一時多量ごみ（1回

の排出量が0.4㎥（400リットル）以上）については、

ごみの形状・重さ等に応じて、プレスパッカー車、クラ

ム付ダンプ車、平ボディ車などで収集し、札幌市内の清

掃工場に併設する破砕工場に搬入して、破砕・焼却処

理されています。現在は、月曜日から土曜日（年始を

除く）までの毎日、札幌市内を2台の専用車で収集に

お伺いしており、皆様のニーズに柔軟に対応できる機

動力のある収集体制になっております。

向上と人材育成に努めてまいります。

　このたび、11名の収集作業員をごみ収集マイスター

として認定しました。

　なお、引越しなどによる家庭系一時多量ごみの建物

内からの運び出し作業（有料）も行っておりますので、

お気軽にご相談ください。

　詳しくは公社のホームページでご確認ください。

家庭系一時多量ごみを排出している風景
※ごみは収集車が横付けできる場所に原則排出していただきます。

作業服のエンブレムが目印です

会社の粗大ごみやご家庭の引越しごみ等の収集

引越しごみをプレスパッカー車で収集する風景

《札幌市清掃工場内破砕工場受入基準》
・最大の辺、又は径が0.5m以上 2m以下、かつ重さ
が100kg 以下のもの
・廃木材は、最大の長さが2m以下、径が0.2m以下、
かつ重さが100kg 以下のもの
・体積が2㎥以下のもの
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本
イ
ベ
ン
ト
開
催
期
間
が
学
校
の
夏
休
み

期
間
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
子
供
連
れ
の
来
場

者
が
多
く
、
公
社
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の
子
供

た
ち
が
来
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
盛
況
で
し

た
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
は
「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
つ
い
て
、
よ

く
学
習
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
中
に
は
保
護

者
の
皆
様
が
子
供
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
○
×

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
る
微
笑
ま
し
い
光
景

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、「
環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
」
は
平
成

29
年
も
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

公
社
も
引
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
普
及
啓
発

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
出
展
を
行
う
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
今
回
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
全
作

品
の
内
、
太
平
小
学
校
の
作
品
を
中
沼
資
源

選
別
セ
ン
タ
ー
に
、
常
盤
小
学
校
の
作
品
を

駒
岡
資
源
選
別
セ
ン
タ
ー
に
、
平
成
29
年
3

月
ま
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

札
幌
市
環
境
事
業
公
社
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

広
く
市
民
や
顧
客
に
対
す
る
普
及
・

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
回
は

公
社
で
取
り
組
ん
で
い
る
普
及
啓

発
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

『
走
る
掲
示
板
』

収
集
車
へ
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
掲
載

　
公
社
で
は
、
普
及
啓
発
活
動
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
札
幌
市
教
育
委
員
会
の
御
協
力
を
い

た
だ
き
、札
幌
市
内
の
小
学
4
年
生
の
児
童
に

「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て

も
ら
い
、
最
も
優
秀
な
作
品
を
公
社
の
ご
み

収
集
車
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、「
走
る
掲
示
板
」

と
し
て
啓
発
す
る
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
は
、
札
幌
市
立
太
平
小
学
校
（
北

区
）
と
札
幌
市
立
常
盤
小
学
校
（
南
区
）
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
両
校
か
ら
応
募
の

あ
っ
た
1
1
6
作
品
の
内
、
学
校
毎
に
選
考

さ
れ
た
最
優
秀
賞
2
作
品
に
つ
い
て
、
主
に

北
区
と
南
区
方
面
の
収
集
に
携
わ
る
2
台
の

ご
み
収
集
車
に
、「
走
る
掲
示
板
」
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
は
、「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
関
わ
る
標
語

と
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
掲
示
さ
れ

た
ご
み
収
集
車
が
お
近
く
を
走
行
し
て
い
た

ら
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

た
め
に
、
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
こ
の

普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ

環
境
イ
ベ
ン
ト
で
の
情
報
発
信

　「
環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
」
は
、
環
境
技
術
・

製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
等
の
普
及
や
札
幌
市
民

の
環
境
意
識
の
向
上
を
目
的
と
す
る
道
内
最

大
級
の
総
合
環
境
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
平
成
10
年
か
ら
毎
年
8
月

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
公
社
も
リ
サ
イ
ク
ル

等
の
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
、
第
1
回
目
か

ら
毎
年
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
の
「
環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
」
で

は
、
1
4
5
の
企
業
・
団
体
が
出
展
し
、
期

間
中
約
3
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
公
社
が
行
っ
て
い
る
事
業
の

中
で
、「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、
出

展
ブ
ー
ス
を
拡
大
し
て
、「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
の
選
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
説
明

す
る
電
子
紙
芝
居
の
上
映
や
、「
び
ん
・
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
必
要
な

お
ね
が
い
に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
電
子
紙
芝
居
を
ご
覧
に
な
っ
た
方

と
○
×
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
走
る
パ
ッ
カ
ー
車
（
ご
み
収
集
車
）

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
等
の
普
及
啓
発
グ
ッ
ズ
の

配
布
も
行
い
、
多
く
の
来
場
者
か
ら
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

啓発ポスター（太平小学校（北区）　4年 1組児童作品）「環境広場さっぽろ」公社ブース風景

電子紙芝居の上映

「びん・缶・ペットボトルのリサイクル」○×クイズ

走るパッカー車　キーホルダー 「環境広場さっぽろ」公社ブース
常盤小学校　応募作品展示風景
（駒岡資源選別センター）

太平小学校　応募作品展示風景
（中沼資源選別センター）

啓発ポスター（常盤小学校（南区）　4年2組児童作品）

常盤小学校 4年生の皆さん 太平小学校 4年生の皆さん
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「ごみ収集マイスター認定」によるお客様サービスの向上

　公社では、平成28年 10月1日より、社内検定に

よる「ごみ収集マイスター」認定制度を創設しました。

　これは、廃棄物に関する知識・収集技能を有する収

集作業員を、適正なごみ計量と安全な作業を行うこと

ができる「ごみ収集のプロ」として認定することで、安

全で確実なごみ収集作業サービスをお客様に提供する

ことを目的とした制度です。

　一般廃棄物の適正な収集と処理を行うために、「ごみ

収集マイスター」が有しているごみについての知識・収

集技能を有効的に活用し、お客様への安全で確実な作

業とサービスのご提供、そして収集作業員全員のスキル

　会社から出る廃木材や下駄箱など木製品の粗大ごみ

やご家庭から出る引越しごみなどの一時多量ごみ（1回

の排出量が0.4㎥（400リットル）以上）については、

ごみの形状・重さ等に応じて、プレスパッカー車、クラ

ム付ダンプ車、平ボディ車などで収集し、札幌市内の清

掃工場に併設する破砕工場に搬入して、破砕・焼却処

理されています。現在は、月曜日から土曜日（年始を

除く）までの毎日、札幌市内を2台の専用車で収集に

お伺いしており、皆様のニーズに柔軟に対応できる機

動力のある収集体制になっております。

向上と人材育成に努めてまいります。

　このたび、11名の収集作業員をごみ収集マイスター

として認定しました。

　なお、引越しなどによる家庭系一時多量ごみの建物

内からの運び出し作業（有料）も行っておりますので、

お気軽にご相談ください。

　詳しくは公社のホームページでご確認ください。

家庭系一時多量ごみを排出している風景
※ごみは収集車が横付けできる場所に原則排出していただきます。

作業服のエンブレムが目印です

会社の粗大ごみやご家庭の引越しごみ等の収集

引越しごみをプレスパッカー車で収集する風景

《札幌市清掃工場内破砕工場受入基準》
・最大の辺、又は径が0.5m以上 2m以下、かつ重さ
が100kg 以下のもの
・廃木材は、最大の長さが2m以下、径が0.2m以下、
かつ重さが100kg 以下のもの
・体積が2㎥以下のもの


